
製 造 業

主な業種 状 況

持ち直しの動きが続いているものの、改善の動きが鈍化してきている。また、円高

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比９．４％増、同１１．５％増となった。３カ月先
の業況見通しＤＩは▲２０．９から▲３０．６となった。

等による影響も懸念される。

建 設 業

小 売 業

県内経済動向調査結果（平成２２年１０月分）

サービス業

県内経済は、製造業を中心に持ち直しの動きが続いているものの、改善の動きが鈍化してきて

おり、総じて厳しい状況が続いている。また、このところの円高等による影響も懸念される。

概 況

平 成 ２ ２ 年 １ ２ 月 １ ０ 日

（ 産 業 政 策 課 ）
企業活性化・雇用緊急対策本部

公共工事の減少により弱めの動きが続いている。

運輸業が引き続き好調である。

売上高は前年同月比９．７％増、３カ月先の業況見通しＤＩは▲２１．４から▲３９．
３となった。

受注額、完工高はそれぞれ前年同月比１４．８％増、同２６．２％増となった。３カ月
先の業況見通しＤＩは▲３１．３から▲５６．３となった。

引き続き家電の売れ行きが好調である。

売上高は前年同月比１．６％増、３カ月先の業況見通しＤＩは▲１３．８から▲５０．
０となった。
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弱めの動きとなっている 弱めの動きとなっている

21年
10月 11月 12月

22年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

21年
10月 11月 12月

22年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

-2.9 -2.2 -8.8 -16.6 -12.1 -1.1 8.1 -8.9 -4.8 -3.4 -7.0 -14.7 -1.7 -42.8 -37.3 0.7 -20.0 0.8 8.2 2.7 22.3 10.9 -3.7 22.9 1.6 7.6繊維・衣服

２ 繊維・衣服

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比７．６％増、同６．１％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは１６．７と横ばいであった。

一部企業で冬物衣料の受注が好調となるなど、全体としても生産
額が前年同月を上回っているが、依然として一昨年の水準には達し
ておらず、総じて見れば弱めの動きが続いている。

生産額は前年同月比１．７％減。３カ月先の業況見通しＤＩは▲
２０．０から▲４６．７となった。

一部食品加工業において売上額が前年同月を上回っているもの
の、ほとんどの酒類製造業において売上額が前年同月を下回ってお
り、全体としては低調な動きが続いている。

１ 食料品

食料品

製造業の動向

繊維・衣服生産額前年同月比
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横ばいとなっている 弱含みとなっている
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生産額、受注額はそれぞれ前年同月比６．８％増、同６．２％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲９．１と横ばいであった。

機械関連や鋼管関連の一部企業で受注が好調に推移しており、生
産額が前年同月を上回っているものの、産業設備関連の一部企業で
は受注件数の減少などから、前年同月でマイナスの状況となってい
る。

総じて見れば、一昨年の生産額を依然として下回っており、弱含
みの状況が続いている。

４ 鉄鋼・金属製品木材・木製品

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比１．５％増、同９．９％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは８．３から▲４１．７となった。

合板において、一部企業で販売単価が値上がりしたことから、全
体の生産額が前年同月を上回っている。

なお、県内の新設住宅着工戸数は２カ月連続で前年同月を下回る
など依然として低水準であり、住宅市況の落ち込みが懸念される。

３

鉄鋼・金属木材・木製品

木材・木製品生産額前年同月比
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弱めの動きとなっている 強含みとなっている
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生産額、受注額は、それぞれ前年同月比５．５％増、同５．８％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲７０．０から▲６３．２となっ
た。

電子部品組立関連などで生産額が堅調に推移しているものの、海
外製品へのシフトにより受注が減少している企業が見受けられるな
ど、全体的に改善の動きは鈍化してきている。

また、円高による影響も懸念される。

５ 一般機械

一般機械

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比３５．３％減、同２３．
１％増。３カ月先の業況見通しＤＩは１２．５から０．０となっ
た。

産業機械設備や工作機械などで受注動向が思わしくなく、全体的
にも生産額が前年同月を下回っており、弱めの動きが続いている。

電気機械

６ 電気機械

一般機械生産額前年同月比
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回復基調が続く 回復基調が続く
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生産額、受注額はそれぞれ前年同月比５５．６％増、同５４．
９％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲５０．０から▲３３．３と
なった。

引き続き、生産額は堅調に推移している。
また、一部企業では一昨年を上回る生産額となるなど、回復基調

が続いている。
しかし、３カ月先の見通しについて、国の補助事業終了に伴う生

産量の減少が懸念される。

７ 輸送機械 精密機械

輸送機械

生産額、受注額はそれぞれ前年同月比８．６％増、同３．４％
増。３カ月先の業況見通しＤＩは０．０と横ばいであった。

光ファイバー関連部品やデジタルカメラ関連部品、医療関連商品
など、総じて生産額が増加している。

また、一部企業では一昨年を上回る生産額となるなど、回復基調
が続いており、総じて好調に推移している。

精密機械

８

精密機械生産額前年同月比
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公共工事の減少により弱めの動きが続いている 弱めの動きとなっている
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建設業の動向

建設業

受注額、完工高はそれぞれ前年同月比１４．８％増、同２６．
２％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲３１．３から▲５６．３と
なった。

一部企業で受注額が前年同月を大幅に上回っているものの、全体
的な公共投資は減少傾向にあることから、弱めの動きが続いてい
る。

建設業

衣料品

衣料品

１

売上高は前年同月比１．１％減。３カ月先の業況見通しＤＩは２
０．０から▲５０．０となった。

一部企業で秋物衣料に動きがあり、売上額が前年同月を上回って
いるものの、全体としては売上額が前年同月を下回っており、総じ
て厳しい状況が続いている。

小売業の動向

建設業受注額前年同月比
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弱含みとなっている たばこの駆け込み需要の反動により売上額が減少
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売上高は前年同月比６．５％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲
１４．３から▲４２．９となった。

一部企業で限定品の売上げが好調なことから売上額が前年同月を
上回るなど、全体としても前年同月を上回っているものの、依然と
して状況に変化はなく、弱含みとなっている。

身回品２

身回品 飲食料品

売上高は前年同月比１．２％減。３カ月先の業況見通しＤＩは▲

３８．５から▲５３．８となった。

コンビニや一部スーパーにおいて、たばこの駆け込み需要の反動

により、売上額が減少した。

３ 飲食料品

身回品売上高前年同月比
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エコポイント対象商品の売れ行きが好調 弱めの動きとなっている
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売上高は前年同月比３４．３％増。３カ月先の業況見通しＤＩは
２５．０から▲５０．０となった。

家電エコポイント半減に伴う駆け込み需要により、薄型テレビな
どのエコポイント対象商品の売れ行きが好調であり、売上額は前年
同月を大幅に上回った。

売上高は前年同月２２．０％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲１
３．３から▲５３．３となった。

一部企業において、婚礼部門で件数を多く獲得できたことに加
え、宿泊部門で大型イベント開催により客数が増加したことから、
売上額は前年同月を上回った。

サービス業の動向

１ 旅館・ホテル

旅館・ホテル

４ 家電品

家電品

家電品売上高前年同月比
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やや弱含みとなっている
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売上高は前年同月比２．４％増。３カ月先の業況見通しＤＩは▲
３０．８から▲２３．１となった。

一部運輸業で、自動車関連部品の生産増に伴い貨物輸送量が増加
しており、引き続き好調を維持していることから、全体の売上額を
押し上げた。

２ その他サービス

その他サービス業売上高前年同月比

-10.0
-5.0
0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0

21年
10月 11月 12月

22年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

（％）

－9－


